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雑飼料の利用に関す る試験  

ラーメン層と屑米糠忙よる豚の肥育試験  

加藤巳之告・清水明艮・浅沼 実・大橋昭也  

6頭を供試しこれを2区に配分した．  

2．試験期間   

各個体ごとに体重30kgから90kg到達までの  

49年1月14日から49年4月25日まで．  

3．管理   

供試豚は単飼とし一般飼養管理は1日3回給餌  

の飽食に近い給餌方法によって行なった．  

4，給与飼料   

対照区には薪検定飼料を，試験区には検定飼料  

配合中のトウモロコシ22％．マイロ22％を屑  

米糠2n％，ラーメソ屑15％および大麦9％で  

代替した表1に示すCP18．8，TDN73の飼  

料を給与した，  

ま え が き  

肉豚生産費のなかで多くを要する飼料費の節減  
をはかるた桝こ都市近郊では食品製造粕が利用さ  
れている．従来これらの飼料価値について解明し  

てきたが，さらに有効利用をはかるために本年度  

は，ラーメソ屑と屑米糠を用いて飼料費および肉  

質ならびに経済性におよぼす影響について調査し  
た．  

試験材料および方法   

1．供試豚   

当場産ランドレース種2腹から去勢雄6頚．雌  

表1．配合割 合  

ロト  屑   大   魚   大   脱  炭   そ  C   T   100kg当り  
区 分  イ   米  ノ  隔   フル  見  壇  米  丁7  カ  塩  の  D  

シモ  蛛  ：／ 屑   麦   扮  柏  憮  lT  ／レ  他   P  N   価  格   
対照区  2 2  2 2  2 2   4   9   12   4   Z．5  0，7  0．5  13  16．6  70．7   5、393．5円   

訊誇区  20  】5  3】   d   9   12   4   25  0．7  05  1．3  188  73．0   イ．504，5  

臥 試験区76．3日±3．7日と順調に推移して  

おり，この間1日平均増俸垂は，対照区765、2  

g±34．5g．試験区787．3g士37．8gと何  

れも良好であり両区間に有意性は認められなかっ  
た．  

3．飼料消費量   

飼料消費量は対照区199，9kg士10・3kg，試  

験区191，5短±12，61唱，同要求率は対照区  

3．332士0．2，纏区3．】84±0．2と試験区  

がやや優れていたが両区間に有意の差は認められ  
なかった．   

試験結果および考案   

1一 採食状況と健康状態   

30～90短の発育試験期間中の採食状況は良  

好で．表2のとおりいづれも順調な発育を示して  

おり，また試験飼料の嗜好性は，対照区に比べて，  

やや良好であった．  

2．発育   

体蛋30kg到連日齢は対照区102．8日士  

8．7日，試験区102．5日±6．0日であり，試  

験期間内の所要日数は，対照区78．7日±3．5  
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表2．発育と飼料消費量  

区分 項目  開始時日齢  所要 日数   1日平均増体患   飼料消費量   飼料要求率   

対  照  区   102．R±8．P   78．7±3．5日  765．2±34．ぎ  199．9土10麿  3，332±0．17   

試  験  区  102．5士6．0   76，3±3．7   787．3±37．8   191．5±12．6   3．184±0．23   

有 意 差   な し   な し   な し   な し   な し   

性がやや劣っていたために枝肉の得点率について  
も両区間に差が認められなかった．  

表3．脂肪屑の厚さ  

4．屠体成績   

90kg到達後骨法にしたがい供試聴を屠殺解体  

して調査した結果は，表3～5に示すとおりであ  

る，   

すなわち，脂肪屑の厚さでは，背部，腹部とも  

に対照区がやや厚かったが，僅差であり，屠体各  

部の測定値についても差が認められず，また両区  

ともに各部の肉厚が不足し．肉質についても保水  l万 骨  ．    ′         ノ     ● 寸 サ ト         サ 均  m  中  維  γ均  対照区  JS七nr㌣                  lptm2  2，せ上U5  27土8l          試練区  ユ」！¢1  I日l小】  乙7：04  ご応十0コ    皿  
表4．屠体測定値  

絶食  屠  』■■■  屠  P  一   ス  大割肉片の割合  
区 分  

体蚤   2   3  体幅  ノヽ  ム   

対照区  87．9  5 8．7  6 6，8  9 3．7  7 9．8  71．3  5 31  3 28  17．0  21．9  3l．4  3 6．7  3 2．0   

試験区  8 7．8  5 71  6 51  9 ▲】9  S O．3  7 20  5d．4  3 2．5  17．5  21．9  3 0．7  380  31．4   

表6．経 済 性  表5．肉 質評価  

得  点  率  粍内】kg当  

区 分  
晩発価格   一般 外税  肉親  脂肪  肩  勝偶  常照  腿   

円  
村野区  78  8】  B′l  7 写  7 9  78  7（5    11417   

試験区  TI  al  81  7 F  8 0  7リ  7 7  11孔」 7   

要  約  

都市養豚飼料として流通している雑飼料の有効  
利用をはかるために．ラーメソ屑と屑米椴を用い．  

て飼養試験を実施した．  

1．ラーノン屑15％．屑米糠20％を配合して．CP  

18．8，TDN73に調整した飼料を給与した結果，  

発育速度や飼料要求率については新検定飼料を給  
与した対照区と比べて遜色が認められなかった．  

2．仕上り枝肉の各形質や肉質については対照区  

と比べて差が認められなかった．  

3，ラーメソ屑および屑米糠の適正利用によって，  

飼料費が20％節減された．   

5．経済性   

本試験飼料の経済性を検討した結果は表6に示  

すとおりであった．   

すなわち，増俸1kg当り飼料費．枝肉1短当り  

飼料費ともに試験区が少なく枝肉販売価格も差が  

なかったので売上げ額に占める飼料費の割合でも  

試験区は対照区に比べて，7％優れており．飼料  

響は対照区と比べて20％節減された．  


